
メキシコ在住

現在ベラクルス州立大学教授 (メキシコ）
2010 メキシコ国立自治大学サンカルロス美術大学院都市芸術専攻卒業
1995 金沢美術工芸大学美術学科彫刻専攻卒業

個展
2025 「ラッキー・ノーストライク」巷房（東京、日本）
2024 「Miracle of trajectory」Festival Off Arles（アルル、フランス）
2024 「時の備忘録」タマウリパス現代美術館（マタモロス、メキシコ）

グループ展
2025 「没後５０年地主悌助x矢作隆一」鶴岡アートフォーラム（山形、日本）
2025 「中之条ビエンナーレ 2025,2023, 2021」（群馬、日本）
2024 「ハバナビエンナーレ」（ハバナ、キューバ）
2021 「Bienalsur 2021」（ブエノスアイレス、アルゼンチン）

実物サイズ H60×W200×D150cm
実物重量 2,500kg
実物素材 石（marble）

花びらの兆候 / Petal signs

矢作隆一 / YAHAGI Ryuichi

作家略歴

2026年
4月 調書提出、石の調達先を探す
5月～8月 石の調達
9月～12月 制作

2027年
1月～3月 制作
4月～8月 調整
9月 搬入

制作スケジュール

石という重くて硬い素材に、花びらのようなやわらかさや軽
やかさを与えることを目指して制作をしています。形や曲線、
ボリュームの工夫によって、石がまるで花びらのように感じ
られるように心がけています。これは、花びらをそのまま再
現するのではなく、「花びららしさ」という概念を石で表現
する試みです。

石という素材は、花びらのような性質とは正反対に位置して
いると思います。だからこそ、そのギャップを乗り越えて、
石の持ち味を生かしながら、その中から美しさを生み出すこ
とに意味があると考えます。細部まで丁寧に仕上げることで、
作品の内部から美しさが浮かび上がります。

花びらのかたちを通して、私たちは芸術作品としてだけでな
く、「日常の中にある美しさを見つけ直す」というメッセー
ジを込め、日々の忙しさや慣れに流されず、意識的に美を見
つけ、感じることを、この作品から感じ取って頂けたらと
思っております。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

下野石材株式会社／千葉県

制作場所
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2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

5月 石の調達を進めています

［立体図正面］

［側面図］

※作品基礎案（地面の下部分）



これまでの作品制作の様子
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